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日本子ども社会学会  第 25 回大会 プログラム 

 
１．期日    

2018 年 7 月 7 日（土）・8 日（日）  

２．会場    

武庫川女子大学 中央キャンパス  

３．日程  

【前 日 7 月 6 日（金）】   
17:00 ～ 19:00 理事会（研究所棟 3 階 306 号室）  

【1 日目  7 月 7 日（土）】   
 9:00 ～      受付（MM 館 1 階 エントランス）   
 9:30 ～ 12:00   研究発表Ⅰ（MM 館棟 5 階 各講義室）   
12:00 ～ 12:50   総会（MM 館 5 階 505 号室） （学会賞授賞式を含む）   
12:50 ～ 13:40   昼食      
13:40 ～ 15:20   研究発表Ⅱ（MM 館 5 階 各講義室）   
15:40 ～ 17:40   テーマセッション（MM 館 5 階 503 号室・506 号室）   
18:00 ～ 20:00   懇親会（アゼリア…公江記念講堂地下）   

【2 日目  7 月 8 日（日）】   
 9:00 ～      受付（MM 館 1 階 エントランス）   
 9:30 ～ 12:00   研究発表Ⅲ（MM 館 5 階 各講義室）   
12:00 ～ 13:20   昼食  評議会（MM 館 6 階 608 号室）   各種委員会   
13:20 ～ 15:20   公開シンポジウム（MM 館 1 階 メディアホール）   
15:40 ～ 17:40   ラウンドテーブル（MM 館 5 階 各講義室）  

４．大会参加費  

一般会員：4,000 円、 大学院生（会員）：3,000 円、 臨時（当日）会員：4,000 円  

５．懇親会  

7 月 7 日（土）18:00～20:00  武庫川女子大学・アゼリア（公江記念講堂地下）  
会費  一般会員：4,000 円、 大学院生（会員）：3,000 円  

６．発表時間  

個人発表：発表 20 分・質疑応答 5 分   
共同発表：発表 40 分・質疑応答 10 分  

７．発表取り消し  

発表の取り消し、および発表日時の変更は原則として認めていません。   
発表の取り消しの場合は、早急にお知らせください。  

８．当日配布資料 

レジュメ等の発表資料を配布される場合は、50 部以上ご用意ください。 
不足の場合、大会本部でのコピーはできません。 
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９．発表に際しての注意 

発表の際、プロジェクターは各室に備え付けてあります。パソコンについては、大会校

でも用意はしておりますが、ご自身のものを使用していただくことも可能です（全ての教

室で、接続ケーブルは RGB・HDMI の両方に対応）。   
なお、Mac や Surface を使用される場合、HDMI に接続する Mini Display Port 用

コネクターを各自でお持ちいただければ幸いです。  

１０．クローク  

7 月 7 日（土）・8 日（日）とも 18:00 まで、MM 館 5 階 504 号室に用意します。 
なお、貴重品はお預かりできませんので、各自でお持ちください。 

１１．会員控室  

MM 館 5 階 507 号室に、お茶・お菓子などを用意しております。どうぞご利用くださ

い。   
抜刷・資料交換コーナーもこちらに設けます。  

１２．書籍販売  

MM 館 5 階フリースペースにて書籍販売を行います。  

１３．昼食  

7 日（土）は、公江記念講堂地下のアゼリア（10:00～14:00）が営業を行っています。  
また、MM 館 3 階の MM カフェ（10:30～13:30）では軽食を用意しています。  

8 日（日）には、食堂は営業をしておりません。コンビニエンス・ストアは、大学の近

くに 2 店、鳴尾駅前に 1 店ありますが、飲食店はほとんど営業をしておりません。大変恐

縮ですが、各自お弁当などをご準備いただきますようお願いいたします。  

１４．大会本部  

MM 館 6 階 608 講義室に設けています。  

１５．大会実行委員会連絡先  

〒663-8558  兵庫県西宮市池開町 6-46   
武庫川女子大学教育研究所 安東由則研究室気付 
日本子ども社会学会 第 25 回大会実行委員会   
E-mail：  kosya@mukogawa-u.ac.jp （安東由則）  

 

※1 要旨集録の配布について 

要旨集録は昨年度の大会と同様、日本子ども社会学会ホームページから pdf ファイルを 
ダウンロードできるようにする予定です。公開は 6 月 29 日（金）頃を予定しております。 

学会当日は必要な方にのみ冊子の要旨集録を配布する予定ですので、数に限りがござい 

ます。ぜひ pdf ファイルをダウンロードしてご利用くださいますようお願い申し上げます。 

  
※2 大会当日のゲストアカウントについて 

 大会当日（7 月 7 日、8 日）に限り、ゲストアカウントを設定し、学内にて Wi-Fi を利

用できるようにいたしましたので、ご活用ください。 
   ID： education       パスワード： educa3Ha3 
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研究発表Ⅰ 

  2018 年 7 月 7 日（土）9 時 30 分～12 時 00 分    

                       MM 506 号室 
 

 

Ⅰ－２ 【 若 者 】                          

            司会  片山 悠樹（愛知教育大学） 
 
9 時 30 分～9 時 55 分    

海外生活体験が帰国子女に与えた影響 
安達 美帆子（T-GAL／元放送大学大学院） 

 
9 時 55 分～10 時 20 分   

偏位する「孤立」の実態 
― ネットワーク分析の視点に立つ子ども若者調査から ― 

古賀 正義（中央大学） 
 
10 時 20 分～10 時 45 分   

10 代の出産と自立した生活 
梅原 佐知子（東京都立八潮高等学校） 

  
10 時 45 分～11 時 10 分   

地域とのつながりが小中学生のレジリエンスに及ぼす影響 
濱元 伸彦（京都造形芸術大学） 

 
 
11 時 10 分～12 時 00 分  

総括討論 
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研究発表Ⅰ 

  2018 年 7 月 7 日（土）9 時 30 分～12 時 00 分    

                       MM 501 号室 
 

 

Ⅰ－４ 【 教育実践 】     

             司会  新富 康央（國學院大学） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分     

保育者養成校における絵本にみる環境教育の実践 
― 0、1、2 歳と 3、4、5 歳の絵本への学生の気づきを目指して ― 

早川 礎子（小田原短期大学） 
 
9 時 55 分～10 時 20 分    

小学校特別活動における新しい防犯教育「防犯モラルジレンマ学習」の実践 
宮田 美恵子（順天堂大学） 

 
10 時 20 分～10 時 45 分   

生徒指導における教師の指導力に関する一考察 
矢島 基一（千葉県野田市立尾崎小学校） 

 
10 時 45 分～11 時 10 分   

美術鑑賞振り返り学習における中学生の記述の質的研究の試み 
― 「琳派」関連作品高精細複製等の鑑賞を中心に ― 

由良 知彦（京都市立桂中学校） 
 

11 時 10 分～12 時 00 分   
総括討論 
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研究発表Ⅱ 

2018 年 7 月 7 日（土）13 時 40 分～15 時 20 分    

MM 506 号室 

 

 

Ⅱ－４ 【 施設と家庭支援 】                          

       司会  田中 理絵（山口大学） 
 
13 時 40 分～14 時 05 分     

児童養護施設で暮らす小学生男子をとりまく人間関係 
― 子ども同士の友人／仲間関係の違いに着目して ― 

三品  拓人（大阪大学） 
 
14 時 05 分～14 時 30 分    

児童養護施設職員の家庭支援を通した意識変容に関する考察 
山口 季音（至誠館大学） 

 
14 時 30 分～14 時 55 分    

子育て支援施設における母親グループの自主保育（2） 
― M-GTA によるエンパワー過程の分析 ―  

〇加藤 直子（日本女子大学学術研究員） 
請川 滋大（日本女子大学） 

 
14 時 55 分～15 時 20 分   

総括討論 
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【テーマ】

【話題提供者】

【司会・コーディネーター】

【企画趣旨】

「出生順ときょうだい関係の心理: Birth order differences in self-evaluation maintenance 
behavior」（英語での話題提供、適宜日本語による説明あり）

　― きょうだい・友人関係の視点から ―」

　― 教育社会学の視点から ―」
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【テーマ】

【話題提供者】

【司会】

【コーディネーター】

【企画趣旨】

「どう描くのか」

　― 授業実践をとおして ―」

　― 男の子像の揺らぎに着目して ―」

長）
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研究発表Ⅲ 

2018 年 7 月 8 日（日）9 時 30 分～12 時 00 分    

MM 508 号室 

 

 

Ⅲ－３ 【 保育者 】             

               司会  青井 倫子（愛媛大学） 
 
9 時 30 分～9 時 55 分    

保育者の成長を促す園長のリーダーシップに関する研究 
― 遊具としての陶器を導入する A 幼稚園の事例から ― 

〇田島 美帆（広島大学大学院） 
淀澤 真帆（広島大学大学院） 
中坪 史典（広島大学） 

 
9 時 55 分～10 時 20 分     

保育者の”働きがい”の形成プロセス 
香曽我部 琢（宮城教育大学） 

 
10 時 20 分～10 時 45 分    

保育者の職の継続Ⅲ 
― 職場内の葛藤に着目した育児休業における職場復帰プログラム ― 

中井 雅子（十文字学園女子大学） 
 
10 時 45 分～11 時 10 分    

保育者の意識変容プロセスを描く方法論としてのオートエスノグラフィーの可能性と課題 
濱名 潔（武庫愛の園幼稚園・広島大学大学院） 

 
11 時 10 分～12 時 00 分   

総括討論 
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ラウンドテーブルⅣ  

2018 年 7 月 8 日（日） 15 時 40 分～17 時 40 分 
MM 506 号室 

 
 
申込者氏名・所属 

    加藤 理（文教大学・紀要編集委員会委員長） 
 
テーマ  

近代的人間モデルを問い直す 
―「子ども」を社会の基盤する新しい社会とは何か― 

 
１）コーディネーター  

加藤 理（文教大学・紀要編集委員会委員長） 
 
２）司会者 

加藤 理（文教大学・紀要編集委員会委員長） 
 

３）提案者 

山田 富秋（松山大学・紀要編集委員会委員） 
 
内容 

 現代の経済や法律の前提となる自由主義社会理論が、その限界を露呈してきたことは疑

いようがない。確かに、自由主義は経済の分野でも法律の分野でも、対等な個人が自由意

思によって互いに契約を結ぶことができると想定したが、現象学の立場に立つ社会哲学者

のジョン・オニール（John O’Neil）によれば、それは、身体を持たず、どんなジェンダー

にも位置づけられず、家族を持たない主体なのである。むしろ、この世に生まれるという

ことは、特定の歴史的背景を持つコミュニティに立脚した家族の一員として生まれ出るこ

とを意味するし、それによって、親世代と子世代の架け橋が生まれたことを意味する。そ

れは同時に、子どものケアをめぐって、人間同士の依存関係が必然的に生まれることを意

味する。私たちは今や、自由主義社会理論の代わりに、「子ども」という存在を社会理論の

根底に捉えて、歴史とコミュニティ、家族と世代間継承、そしてジェンダーとケアを中心

に考えるべき時に来ているのではないか。 
 このラウンドテーブルでは、私たちの問題提起へのさまざまな応答を期待したい。 
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●放送大学テキスト

放送大学教育振興会一般
財団
法人

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1－14－1

TEL 03-3502-2750
FAX 03-3592-2482

www.ua-book.or.jp

貝塚茂樹
戦後日本教育史

師岡章・佐久間路子・田中浩二
幼児教育の指導法

コミュニティ教育論
岡崎友典・玉井康之浅沼茂・奈須正裕・北村和夫・成田幸夫

久野弘幸

カリキュラムと学習過程

稲垣恭子
教育文化の社会学

住田正樹・田中理絵
人間発達論特論

堺正之
道徳教育の方法

生涯学習の新たな動向と課題
立田慶裕

●ご希望の方に「図書目録」をお送りします。詳しくは

玉井康之・夏秋英房・岩永雅也・
宮田美恵子

地域コミュニティと教育

岩永雅也
教育と社会

坂田仰・岩橋健定・黒川雅子・山田知代
学校と法 [改訂版 ]

田中博之
カリキュラム編成論 [改訂版 ]

現代日本の教師
油布佐和子・岩立京子・佐久間亜紀
元兼正浩

田中理絵・天童睦子・東野充成・
遠藤野ゆり

現代の家庭教育

道徳教育の理念と実践
押谷由夫・永田繁雄・新井浅浩・諸富祥彦
西野真由美

岩田弘三・谷田川ルミ・岡田佳子・冨江英俊
熊田博喜

子ども・青年の文化と教育

古賀正義・山田哲也・田中理絵
金子真理子

現代社会の児童生徒指導
岡崎友典・永井聖二・冨江英俊・加藤理
教育学入門 -教育を科学するとは -

近藤博之・岩井八郎･木村涼子･中澤渉
大多和直樹

教育の社会学

2017 年日本子ども社会学会Ｂ５広告  170414ADW

岡崎友典・梅沢実・井上清美・押元信幸
芦田川祐子

乳幼児の保育・教育





http://berd.benesse.jp/
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